富山県ものづくり総合見本市
－テクノフェア2012・ＮＥＡＲ2012－

	ＮＥＡＲ２０１２への出展のご案内


(Ｎorth　Ｅast Ａsia Ｒegion Ｅconomic Ｅxchange Ｅxpo)

展示商談会「産業部品・材料展」開催のご案内
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日　時：２０１２年９月２７日（木）―２９日（土）

会　場：テクノフェア２０１２ 【富山産業展示館】

ＮＥＡＲ２０１２　   【富山市体育文化センター】
主　催：富山県、社団法人富山県機電工業会、

財団法人富山県新世紀産業機構、日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）

●ご案内

　富山県では、富山県内外のものづくり企業と北東アジアを中心とした外国企業との双方向による新たなビジネスモデルの創出（外国企業とのパートナーづくり）を目指し、「富山県ものづくり総合見本市－テクノフェア２０１２・ＮＥＡＲ２０１２－」を開催いたします。
「ＮＥＡＲ」では、展示商談会「産業部品・材料展」を開催し、日本への部品・材料の供給や生産委託、技術提携などのビジネスチャンスを探している北東アジア地域の企業が出展者となり、日本企業との商談機会を提供いたします。
一方、「とやまテクノフェア」は、富山県内外から機械金属、電機・電子機器等の製品や加工部品及び大学の研究・活動等を一堂に展示・紹介し、その技術水準や産学連携の取り組みを広く富山県内外にアピールするイベントです。
「ＮＥＡＲ」および「テクノフェア」を同時開催することにより、富山県とその近隣県は勿論のこと、全国から完成品・産業部品製造企業が来場いたします。
　皆様の「ＮＥＡＲ２０１２」へのご出展を心より歓迎いたします。
●「富山県ものづくり総合見本市」開催概要
□ 主　催：富山県、社団法人 富山県機電工業会、

財団法人 富山県新世紀産業機構、日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）
　□ 内　容

	区　分
	テクノフェア２０１２
	ＮＥＡＲ２０１２

	会　期
	２０１２年９月２７日（木）～２９日（土）

＜３日間＞

	会　場
	富山産業展示館

（テクノホール）
(富山県富山市友杉１６８２)
	富山市体育文化センター

（富山県富山市友杉１０９７）

	規　模
	２５０小間（予定）
	１２０小間（予定）

	出　展

品　目
	富山県内外企業からの機械金属、電機・電子、計測機器の製造品及び加工部品
	北東アジア企業からの産業部品・材料


「ＮＥＡＲ２０１２」開催概要
●出展概要

□ 出展対象国（地域）
◇ 中華人民共和国
 ◇ 大韓民国

　  ◇ モンゴル国

◇ ロシア連邦（沿海地方）
◇ 台湾、その他
□ 出展対象品目

工作・産業機械部品、自動車部品、電機電子機器部品、精密機械部品、鋳造・金型・金属加工品（アルミなど）、プラスチック成形品などの産業部品・材料や関連技術など。
□ 出展対象企業・機関団体
(1) 出展国（対象地域）に企業の住所を有し、かつ以下の条件を満たす製造業者
又は貿易業者（日本法人を含む）。　
　　①　高品質な部品・材料を日本企業に供給でき（日本へ輸出）、かつ高品質な部品・材料・完成品を日本企業から調達（日本から輸入）することを希望する企業

　  ②　高品質な部品・材料を日本企業に供給（日本へ輸出）できる企業
③　出展国（対象地域）内で日本企業との合弁、生産委託、技術提携等を希望する企業　　
　 (2) 管轄地域の開発区や投資優遇制度等の情報提供機関
□ 出展料　無料
●主催者によるサービス

□ 小間料を全額負担します。

□ 基本小間装飾（机、椅子、蛍光灯１～２個、社名版）を無料で提供します。

□ 会場における商談通訳（中国語－日本語、韓国語－日本語、英語－日本語）を無料で提供します。

□ 展示会の広報（日本国内企業へ開催案内の送付、新聞発表、出展企業をＨＰ等で紹介）をします。

●出展企業の自己負担

□ 旅行費用（航空賃、宿泊費、日本国内での交通費・食費等）

□ 出展品の往復輸送費（梱包費、陸上・海上輸送費、保険、通関費用、関税・消費税等）

□ 出展品の設営、撤去、廃棄費用

□ 基本小間装飾以外の追加装飾費（備品レンタル費等を含む）

· その他、主催者によるサービスに含まれない経費
●出展上の留意点
□ カタログやパネルだけでなく、商品のサンプルを必ず展示して下さい。
□ カタログやパネルは日本語のものを持参するよう努めて下さい。
□ サンプル等の商品の説明が可能な人を配置して下さい。
□ 会期中は、出展者は出展小間を離れずに、必ず常駐して下さい。

□ 主催者が成果把握等のために実施するアンケートに、必ず回答して下さい。
●今後のスケジュール

□ ２０１２年１月～４月３０日‥‥‥出展申込受付期間
□ ２０１２年６月～‥‥‥・出展決定者に向けて「出展の手引き」を交付　　　
（出展の手引き掲載予定内容）

　　　　　　　　　　　　　・追加装飾/レンタル備品案内

・出展品の輸送方法に関するご案内
・出展物の搬入・搬出に係るご案内
　 ・来日ビザ申請用書類（招聘状など）の送付
	ＮＥＡＲ協力機関へのご依頼について


●出展申込
□ 申込期間：２０１２年１月　～　２０１２年４月３０日（月）（期限厳守）

□ ＮＥＡＲ協力機関は出展希望企業各社から「ＦＯＲＭ１出展申込書」と各社の出展品写真を集めて、「ＦＯＲＭ２出展者一覧」を揃えた上で主催者に提出して下さい。

□ 出展申込書は全て記入され、出展者の署名がされているか確認して下さい。

□ 出展希望企業の出展品の写真（写真の説明文）又は写真入りカタログ１部を、申込書と同時に提出して下さい。（出展品の写真は出展者カタログに掲載し、県内外の企業等に案内します。また、主催者は出展品が本展示会の開催目的にそぐわない場合、その出展申込をお断りすることがあります。）

□ 出展の決定
主催者は出展申込書に必要事項が全て記入され写真の提出があったことを確認したうえで、ＮＥＡＲ協力機関ご担当者に「出展者決定通知書」を送付いたします。

出展の決定に当たっては、

高品質な部品・材料を日本企業に供給でき（日本へ輸出）、かつ高品質な部品・材料・完成品を日本企業から調達（日本から輸入）することを希望する企業  

の出展を優先的に決定します。

□ 予定小間数が満了になり次第、申込受付を締切りますのでご注意下さい。

□ 出展申込後に出展を取りやめる場合は必ず主催者に申し出て、許可を得て下さい。
□ 出展者が本出展要綱に違反した場合、主催者はその申込を取り消すことができます。それによって生じた損害については、主催者は一切責任を負いません。

□ 小間の割り当ては主催者が決定し、決定後、出展者に連絡します。
割り当て小間の第三者への転貸や譲渡、また、出展者間の小間の交換は禁止します。
●出展ブース
□ 小間の規格は幅２．７ｍ×奥行き１．８ｍ×高さ２．４ｍの組み立てブースを予定しています。

□ 全体の統一・調和を考慮に入れ、主催者がデザイン、施工します。基本小間の製作及び下記基本設備は主催者の負担で行います。

・社名表示パネル（日英併記）　　　　１枚
・出展物展示台　　　　　　　　　　　１台
・折りたたみイス　　　　　　　　　　２脚

・蛍光灯（ＦＬ４０Ｗ）　　　　　　　１～２個
□ 小間には、電源コンセント（１個、３００Ｗ・１００Ｖ・６０Hｚ）を主催者が用意します。変圧プラグをレンタル備品としてお申込みいただくことも可能です。

□ 主催者は、ショート、電圧の急変、停電等により、設備その他のものに生じたいかなる損傷、損害に対して一切責任を負いません。

また、装飾等の理由により特別に大きな電力使用を希望する場合は、主催者に事前に連絡して下さい。
□ 追加装飾を希望する出展者は後日案内する「出展の手引き」に沿って追加装飾の図面を主催者に提出し、主催者の許可を得た上で行って下さい。追加装飾に関する費用は、出展者の負担となります。

　 なお、主催者は出展者が実施した展示装飾についてその変更を求める場合がありますが、これによって生じた費用は出展者負担となります。
□「出展の手引き」（後日送付）にてレンタル備品リストをお送り致します。追加備品の使用を希望する出展者の方は同備品リストの中から希望の品を選んでお申込み下さい。

追加備品に関する費用は出展者の負担となります。

●出展品の輸送と搬入・搬出

□ 商品サンプルを必ず展示いただくことが、出展条件です。各出展者には以下の方法で会場に輸送いただくよう調整願います。

① キャリーフォワード（手荷物として出展者が持参する）

② 国際宅配便を利用する。

③ 中国内の輸送業者に輸送・通関業務を委託する。

国際宅配便による輸送方法や、輸送業者に輸送・通関業務を委託された場合の日本側搬入場所、期日等については、「出展の手引き」（後日送付）にてご連絡致します。

□ 輸送・通関に関する経費はすべて出展者で負担して下さい。

□ 出展物の搬入は９月２６日（水）１３：００－１７：００の間に行って下さい。

□ 展示会開催中の出展物の設置・撤去は禁止します。

□ 木枠、金属性物質、廃油等の産業廃棄物は、出展者の責任で適切に処理して下さい。

□ 出展品が通関されない場合、主催者は一切責任を負いません。
□ 展示物の撤去は、９月２９日（土）１２：３０―１６：００の間に行って下さ
い。

●展示会場内での留意事項

□ 日本の法律で認可されていない商品サンプル・カタログ等の配布は禁止します。また、サンプル等の配布は出展者のブース内でのみ行い、即売は一切禁止します。

□ 自社小間以外での写真撮影は禁止します。

□ 出展者がシステムパネルや展示場の床、壁等の設備を損傷した場合は、出展者の負担にて原状回復していただきます。また、糊や釘等の使用は禁止します。

□ 各出展社は出展物の実演により危険、騒音、振動、熱、空気汚染等が発生しないよう万全の体制を敷くとともに、安全管理の責任者を配置して下さい。

□ 周囲の出展者から苦情が出た場合や、主催者が本展示会保全管理に支障があると判断した場合、主催者は必要な対策や実演の制限・中止を求めることがあります。これにかかる費用は出展者の負担となります。

□ 会場内で事故が起きた場合、直ちに主催者に連絡し、その指示に従って下さい。
□ 日本の消防法により、会場内での火気および危険物の使用は禁止します。

□ 指定された場所以外での喫煙は禁止します。

□ 会場全体の一般警備は主催者が行います。ただし、ブース内の出展物やその他物品の管理については一切責任を負いません。
□ 出展物やその他の関連物の紛失、盗難、損傷等に関し、主催者は一切責任を負いませんので、出展物やその他の関連物の管理は出展者で行い、輸送・展示期間中を通じて必要な保険を付保して下さい。
□ 天災その他主催者の責によらない理由により本展示会を開催できないもしくは本展示会開始後に終了せざるを得ない場合、また、本展示会規定にある任務を果たすことができないと主催者が判断した場合、主催者は展示会を中止することがあります。

これによって出展者に生じた損失に関し、主催者は一切責任を負わないものとします。
□ すべての出展者は、本要綱、国際条約等及び日本国法律を遵守するものとします。

●富山へのミッション団派遣

□ ＮＥＡＲ協力機関が旅行会社等と調整のうえ、ミッション団を組んで来日して下さい。

□ ビザ手続き等で招聘状や招聘保証書等が必要な場合は、出展決定後に詳細をお知らせします。
その際は下記事項にご留意下さい。

□ 主催者が招聘状や招聘保証書等を発行する場合は、招聘人数は原則として出展企業１社当り２名から３名までとします。
□ 招聘状は、原則として再発行しませんので、招聘状等の申請にあたり招聘人数、
招聘者氏名、滞在中日程表（宿泊ホテル等）の変更がないように注意して下さい。　

□ 招聘状の申請にあたり、出展国の関係機関等の許可が必要な場合、事前に手続きを終えた後、主催者に提出して下さい。　
□ 滞在中は事前に提出いただく日程表のとおりに行動し、それに対し出展団の代

表者が責任を持って管理して下さい。
□ 原則として、ＮＥＡＲ協力機関が委託した旅行会社等を通じて宿泊ホテルを手配して下さい。

　　 なお、ＮＥＡＲ開催時期は、観光シーズン等ですので、早めにホテルを予約されることをお奨めします。

· 本要綱の解釈および施行は主催者が行います。また、本展示会運営のため必要と判断される場合、主催者はこれを変更することがあります。

●お問い合わせ先

□ （財）富山県新世紀産業機構　環日本海経済交流センター
〒930-0866　富山県富山市高田５２７　情報ビル２階

ＴＥＬ：+81-76-432-1321　ＦＡＸ：+81-76-432-1326

E-mail：staff.kbk@toyama-smenet.or.jp
□ 日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）富山貿易情報センター
〒930-0866　富山県富山市高田５２７　情報ビル２階

ＴＥＬ：+81-76-444-7901　ＦＡＸ：+81-76-444-7903

E-mail：toy@jetro.go.jp
（参考）

最近の「NEAR展示商談会」開催結果一覧

	区　　分
	ＮＥＡＲ2010

（第６回）
	ＮＥＡＲ2008

（第５回）
	ＮＥＡＲ2006
（第４回）
	ＮＥＡＲ2004・中国

　（第３回）

	対 象 国
	・中国

・大韓民国

・モンゴル国

・ロシア連邦

（沿海地方）
	・中国

・大韓民国

・モンゴル国

・ロシア連邦

（沿海地方）
	・中国

・大韓民国

・モンゴル国

・ロシア連邦

　　（沿海地方）
	・中国



	企業・機関数（海　外）
	１６３社

８機関団体
	１４４社

１３機関団体
	１１３社

２１機関団体
	７５社

１６機関団体

	会 期 中

商談件数
	８９０件
	６６５件
	１，１２５件
	１，２３８件

	商談中金額

（含商談
成立）
	３，３２８万ドル
	１，９７９万ドル
	３，８８２万ドル
	１，６５９万ドル

	来場者数

（県内外

企業）
	５，８９９人

（３日間）
	３，６９５人

（２日間）
	４，５９６人

（２日間）
	４，３２４人

（２日間）
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